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落雷事故の防止について（依頼） 

 

  標記の件について、文部科学省初等中等教育局健康教育・食育課長から依頼が

ありました。 

 落雷事故は年間を通じて発生する可能性があり、特にこの時期は雷の発生が多く

なることが予想されます。 

 つきましては、「学校の危機管理マニュアル作成の手引」（文部科学省 平成３０

年２月初版）等の資料を参照するほか、下記事項に留意し、落雷事故を未然に防ぐ

ために、指導の徹底を再度図っていただきますようお願いします。 

 なお、市町村教育委員会におかれましては、貴管下各学校等への周知をお願いし
ます。 

 

記 

 

１ 落雷事故の防止について 

（１）活動に際しては、当日の天気予報について、平成２８年１０月３日付教保 

  体第１２９７号で通知したとおり、特に大雨や雷雲の発生について積極的な 

  気象情報の入手と活用により、児童生徒の安全確保の徹底を図るとともに、 

  活動中止の判断を行う責任者を事前に決めておくこと。 

     

（２）屋外での体育活動をはじめとする教育活動中に落雷の予兆や落雷注意報の 

  発令があり、少しでも危険性のある場合は躊躇なく活動を中止する。さらに、 

  明らかに危険性がなくなると判断されるまで、安全な場所に避難するなど、 

  児童生徒等の安全確保を最優先事項として判断すること。 

 

（３）児童生徒にはあらかじめ避難場所を周知するとともに、活動場所の状況確 

    認を行わせること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２  落雷に関する情報の積極的な活用について 

 ・気象庁：「雷ナウキャスト」（雷と竜巻の短時間予報について） 

 「雷注意報」の発表状況や，雷発生の可能性や激しさについて，詳細な地域分布 

 と１時間先まで１０分毎の予報を確認できる。 

  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/toppuu/thunder2-1.html 

 

 ・気象庁：雷から身を守るには 

  http://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/toppuu/thunder4-3.html 

 

 ・財団法人 埼玉県体育協会：落雷事故対策マニュアル 

  http://www.saitama-sports.or.jp/files/science/Thunderbolt 

  

 ・落雷に対する安全対策に関する科学的知見（日本大気電気学会編「雷から身を 

  守るには－安全対策 Q＆A－改訂版」（平成１３年５月１日発行） 

  

 ・学校の危機管理マニュアル作成の手引（文部科学省 平成３０年２月初版） 

  https://anzenkyouiku.mext.go.jp/mextshiryou/data/aratanakikijisyou_all.pdf 

 

担当：県立学校部保健体育課 

   健康教育・学校安全担当 藤井 邦之 
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